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１．福山駅前広場整備の歴史

引用：パンフレット【新たなる時代の扉を開けて福山駅前広場（飛躍）】

●１８８８年（明治２１年） 町中心部への鉄道敷設計画

●１８９１年（明治２４年） 山陽鉄道開通

１８８８年（明治２１年）に山陽鉄道会社が設立され，提示さ
れた路線計画が福山城の石垣を削り，城下町の中央を貫通する
計画であるため，地元住民から「町の繁栄を阻害する」との意
見があり，これに同調した旅館業者，人力車夫などからも「旅
館の宿泊者がなくなる」「人力車を利用するものがなくなる」
などの反対の声があがりました。しかし，上京中の学生有志が
帰郷し，「福山町の将来の発展を約束させる道は一日も早く鉄
道を建設することにある」と反対住民を説得し，町の立場を積
極的に支持したため，以降，用地買収が急速に進みました。

江戸時代に水野勝成が拓き，城下町として栄えた福山は，１８
８９年（明治２２年）に福山町となり，１８９１年（明治２４
年）に山陽鉄道が開通し，福山城の城内には内堀や外堀の一部
を埋め立てて福山駅が設けられました。
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１．福山駅前広場整備の歴史

●１９４５年（昭和２０年） 戦災からの復興

福山駅を起点とした鉄道輸送網の発達などにより，陸上交通の
要衝となった福山は，１９１６年（大正５年）に市となり，備
後地域における広域交流拠点都市として成長しました。しか
し，１９４５年（昭和２０年），空襲により市街地の約８割を
焼失しました。

戦後，市民の旺盛な復興意欲に支えられ，いち早く戦災復興に
着手し，大規模な土地区画整理事業によって，現在の原型とな
る福山駅周辺の市街地が形成されていきました。

●１９７５年（昭和５０年） 新幹線の開通と新駅舎の完成

１９７１年（昭和４６年）には山陽新幹線の建設に合わせて，
市街地を南北に分断していた山陽本線と福塩線の高架化に着手
し，１９７５年（昭和５０年）の新幹線の開通に合わせて，在
来線を２階に，新幹線を３階にする国内初の二重高架式の福山
駅が完成しました。

引用：パンフレット【新たなる時代の扉を開けて福山駅前広場（飛躍）】
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１．福山駅前広場整備の歴史

●都市交通を取り巻く環境の変化

福山駅の南側は本市の中心的な商業地として発展し，備後地域の玄関口としての都市基盤整備が進めら
れてきました。その間，福山駅前広場は何度か部分的な改修が行われてきたものの，山陽新幹線の開通
やマイカーの急速な普及など，都市交通を取り巻く環境の変化に対応しきれず，次のような問題が生じ
ていました。こうした問題を解決するため，２０００年（平成１２年）に「福山駅周辺整備推進協議
会」を設置し，２００２年（平成１４年）に「福山駅周辺整備の基本方針」を取りまとめました。

バス・タクシー・一般車のふく
そう

駅前広場には，バス・タク
シー・一般車など様々な交通が
流入していましたが，それらの
交通動線が完全に分離されてい
ないため，広場の中央部分では
交通のふくそうが生じ，大変危
険な状態でした。

不便で利用しにくいバス乗降場

バス乗場は広場の東西に分散し
ていたため，初めてバスを利用
する人はどちらのバス乗場を利
用すればよいのか分かりにくい
状態でした。バス降車場は駅前
広場の外に設けられており，バ
スとバスとの乗り継ぎや，バス
と鉄道との乗り継ぎは不便でし
た。

進入してきた方向に戻れない送
迎場

駅前広場で送迎を済ませた車
は，Uターンできないため，西
側街区の狭い道路を大きく迂回
しなければ，元来た道に戻れ
ず，とても不便でした。

危険な右側乗降式の送迎場

送迎スペースが不足しており，
迎えの車が多い夕方のラッシュ
時には，大変な混雑が生じてい
ました。さらに右側の歩道に寄
せて停車する形式となっていた
ため，助手席側からの乗り降り
は大変危険な状態でした。

引用：パンフレット【新たなる時代の扉を開けて福山駅前広場（飛躍）】

3



第１次発掘調査

●外堀遺構の発掘

駅前広場整備に当たり，２００６年（平成１８年）に行われた
試掘調査により，福山城外堀の石垣が確認されました。

２００７年（平成１９年）に行われた第１次発掘調査では，福
山城の外堀石垣の一部が良好な状態で発掘され，この石垣遺構
をめぐり，同年１２月に市民団体から遺構の保存・活用を求め
る要望書と署名が提出されました。

さらに，２００８年（平成２０年）に行われた第２次発掘調査
では，舟入遺構，二重櫓台が発掘され，福山市文化財保護審議
会から，これら福山駅前広場で発掘された福山城遺構の保存・
活用についての意見書が提出されました。

このようなことから，交通結節点としての安全性や快適性など
の機能を確保したうえで，福山城外堀遺構の保存・活用を図る
ため，地下送迎場の位置・形状の見直しを行いました。

見直し案の検討にあたっては，２００８年（平成２０年）に
「福山駅前広場整備に関する専門委員」及び「福山駅前広場整
備に関する懇談会」を設け，様々な意見を聴き，２０１２年
（平成２４年）に現在の駅前広場が完成しました。

１．福山駅前広場整備の歴史

第２次発掘調査
引用：パンフレット【新たなる時代の扉を開けて福山駅前広場（飛躍）】
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１．福山駅前広場整備の歴史

●地下送迎場の位置・形状の見直し

見直し前 見直し後

出典：パンフレット【新たなる時代の扉を開けて福山駅前広場（飛躍）】5



１．福山駅前広場整備の歴史

福山駅周辺整備の基本方針

●駅前広場の構造形式
ユニバーサルデザインに配慮する。

●駅前広場のレイアウト
公共交通を優先的に配置する。

●駅前広場周辺の交通処理
周辺道路の機能強化により，駅前広場への交通負荷の軽減を図る。

●駅前広場整備の手法
周辺の都市基盤整備の進捗状況に合わせて段階的に取り組む

出典：パンフレット【新たなる時代の扉を開けて福山駅前広場（飛躍）】6



１．福山駅前広場整備の歴史

出典：パンフレット【新たなる時代の扉を開けて福山駅前広場（飛躍）】7



２．駅前広場に求められる役割の変化

●駅前広場に求められる役割の変化

一般的に駅前広場は市街地形成や交通体系と深い関わりをもって変化してきました。現在では，都市機
能の高度化・多様化に伴い，「交通機能の利便性やサービス向上に対応する広場」や「都市活動の拠
点，あるいは都市の玄関口としての情報提供やシンボル的な空間の機能などを併せ持つ広場」，「福祉
への配慮に対応できる広場」などへと，その役割が変化してきています。
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●福山駅前広場の機能の検証（資料５参照）

２０２０年度に福山駅前広場の機能検証を行いました。
その結果では，現在の駅前広場には交通結節機能と都市の広場機能はあるものの，利用実態調査やアン
ケート調査から交通結節機能の改善と都市の広場機能の充実が求められていることが示唆されています。
交通結節機能に関しては，鉄道と徒歩，自動車（バス，タクシー，一般車），自転車などとの乗り継ぎに
ついては一定の利便性を確保しているが，スペースの効率的な活用や安全性の確保には改善の余地がある
ことが見受けられています。
また，都市の広場機能に関しては，現状では人が集い，憩い，くつろぐ場としての空間の不足により，十
分な機能を果たせないことが示唆されています。



2020年3月「福山駅周辺デザイン計画」の策定

「ウォーカブルなまちづくり」
「居心地が良く歩いて楽しい空間」へと転換

ビジョン実現に向けた基本計画

３．福山駅周辺の取組

●福山駅前再生ビジョンと福山駅周辺デザイン計画の策定

2018年3月

「福山駅前再生ビジョン」の策定

めざす福山駅前の姿

「“働く・住む・にぎわい”が一体と
なった福山駅前」

9



公園を活用した事例（中央公園） 道路を活用した事例（アイネス前の歩道）

●ウォーカブルな空間への転換
駅周辺を人や企業を惹きつける魅力あるエリアとするため，公園や広場，通り，建物などの路面階などの
空間を一体として「居心地が良く歩きたくなる」空間（ウォーカブルな空間）に変えて行く取組を行って
います。
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３．福山駅周辺の取組



３．福山駅周辺の取組

２０２１年 協議会設置

基本方針の検討着手

２０２２年 基本方針の策定

２０２３年 基本計画の策定

伏見町リノベ

伏見町周辺エリア
リノベーション

伏見町リノベ

中央公園
中央図書館
Ｐ－ＰＦＩ

伏見町リノベ

エフピコＲｉＭ
の再生

伏見町リノベ

オープン
カフェ

旧キャスパ
再開発
イメージ

●福山駅周辺のまちの変化
現在，駅周辺では，遊休不動産をリノベーションした店舗や，歩道を活用したオープンテラス営業が相当
数オープンしています。昨年閉店したエフピコＲｉＭは来年４月のオープンに向けて準備が進んでいま
す。旧キャスパ跡地の再開発も建築工事に着手しました。さらには，中央公園では，図書館の前にガーデ
ンレストランが建てられるなど，新たな民間投資により，まちに変化が起こり始めています。
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2023年度中に完成予定

2022年4月オープン予定



３．福山駅周辺の取組

「地域消費・投資の拡大」「雇用の創出」「産業の高付加価値化」「エコシステム形成」「都市の国際競争力強化」
「観光客の増加］［ＵＩＪターンの促進」「健康寿命の延伸」「孤独・孤立の防止」「空地・空家の解消」など

「居心地が良く歩きたくなるまちなか」

Walkable 歩きたくなる
Eye Level まちに開かれた１階
Diversity 多様な人の多様な用途，使い方
Open 開かれた空間が心地良い

「まちなか」に、多様な人材・関係人口が
集う、交流する、滞在する

新しいアイディアに基づき
試行錯誤、挑戦を繰り返す

新たなつながり、コミュニティ、
サードプレイスが形成される

イノベーションの創出
人間中心の豊かな生活

の実現

新たな価値創造 ・ 地域課題の解決

ま
ち
の
魅
力
の
向
上

ま
ち
の
生
産
性
の
向
上

●ウォーカブルなまちづくりの目的
居心地が良く歩きたくなるような「まちなか」を作ることで，多様な人材や関係人口が集まり，交流し，
滞在することが誘発されます。そこでの出会いや交流から，新しいアイデアに基づくイノベーションが創
出されたり，新たなつながりやコミュニティの形成から，人中心の豊かな生活が実現されたりすることが
期待されます。そして，消費や投資の拡大，雇用の創出，健康寿命の延伸や孤独や孤立の防止など，様々
な価値の創造や地域課題の解決にも結び付き，結果的に，まちの魅力の向上や生産性の向上の好循環を生
み出すことがウォーカブルなまちづくりの目的です。

参考：都市の多様性とイノベーションの創出に関する懇談会（国土交通省）資料12



３．福山駅周辺の取組

周辺地域

ヒト・モノ・カネ・情報がつながる

周辺地域の潜在資源を発見・活用

交通機能によりつながる

福山駅前
（福山市の北部・南部・東部・西部地域など）

周辺地域の潜在資源を福山の魅力と
して表現・発信する 周辺地域内の経済循環を活性化

●福山駅前と周辺地域のヒト・モノ・カネ・情報をつなげる

福山駅前と周辺地域のヒト・モノ・カネ・情報がつながることで，相互に経済の好循環を生み出し，
市域全体の一体的な発展をめざします。
周辺地域の潜在資源を駅前で福山の魅力として表現・発信しながら，駅前から周辺地域への交通需要
も高めていきます。
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出典：都市再生有識者懇談会資料（内閣府地方創生推進事務局）

●新たな生活様式や社会情勢の変化
新型コロナウイルス感染症の感染拡大により，都市再生においても新たな課題が顕在化し，密の回避等，
都市活動に様々な影響が発生しています。都市政策の方向性としては，人や機能等を集積させる都市その
ものの重要性に変わりはなく，ウォーカブルなまちづくりなどの推進は重要だと考えられており，新たな
生活様式や社会情勢の変化を踏まえたうえで，今後の都市政策の方向性を検討していくことが必要と言わ
れています。

４．新たな生活様式や社会情勢の変化

出典：新型コロナ危機を契機としたまちづくりの方向性（国土交通省）
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出典：国交省HP（https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/japanmaas/promotion/）

●新たな生活様式や社会情勢の変化
デジタルテクノロジーの進展により，新たな移動サービス（グリーンスローモビリティ，AIオンデマンド
交通，自動運転，MaaS等）が台頭してきており，まちづくりとの連携が求められています。

５．新たな移動サービスの台頭
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●福山駅周辺新モビリティサービス実証実験
実施期間 2021年11月～2022年1月

・グリスロ運行（２ルートを３０分毎に交互に運行）
・スマホやタブレットで，リアルタイム運行情報案内
・setowaによる店舗クーポン等発行

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/japanmaas/promotion/


６．福山駅前広場協議会の開催

●福山駅前広場協議会の開催について

駅前広場に求められる役割が変わってきたことや駅前広場と駅周辺を一体としてウォーカブルな空間に転
換することをめざしていることから，現在の福山駅前広場の問題点や課題が何かを考えていくため，駅前
広場の検討に着手します。

検討にあたっては，新たな生活様式や社会情勢の変化，新たな移動サービスの進展など，１０年後，２０
年後といった先を見る視点が必要になります。

駅前広場には交通事業者や地域関係者，行政などの多くの関係者が存在するため，多様な関係者から幅広
い意見を聴き取りながら，検討を進めることが大事になります。

福山駅前広場に関係する多様な関係者から幅広い意見を聴取するため，福山駅前広場協議会を開催しま
す。
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７．福山駅前広場協議会の進め方

●福山駅前広場協議会の枠組み
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福山駅周辺デザイン計画

福山駅前広場に係る
基本方針・基本計画

ビジョンの共有

素案

福山駅前デザイン会議

福山駅前広場協議会

議論の方向性

各種政策に対する意見

論点の提示
（必要に応じて）

意見聴取

個別討論
ワーク
ショップ

論点に応じて参加者を構成

分科会

議論経過の発信
論点の提示（必要に応じて）

意見聴取

市民

市提示案を分科会や市民の意見を踏まえ，
協議する場

専門的な知見から論点について議論する場

広場の利用や活用する立場からの意見

勉強会
シンポジ
ウム

市政モニ
ター

アンケー
トなど

福山市

意見聴取

素案

意見
聴取



７．福山駅前広場協議会の進め方

●一般的な駅前広場の計画手順

参考：「駅前広場計画指針」
（建設省都市局都市交通調査室監修，社団法人日本交通計画協会編）18

＜基本方針＞
・広場機能のあり方
・駅前広場と周辺のあり方

＜基本計画＞
・概略規模算定
・全体配置計画の検討
・動線計画
・施設配置計画
・景観計画
・駅前広場区域の設定

問題点と計画課題の整理

都市の将来計画駅前広場の現況

駅周辺地区の
開発・整備計画

設計



７．福山駅前広場協議会の進め方

●基本方針策定までのスケジュール

19

～

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２０２１年度（令和３年度） ２０２２年度（令和４年度）

協
議
会

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

分
科
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

デ
ザ
イ
ン
会
議

福
山
城
築
城
４
０
０
年

基
本
方
針
策
定

第10回 第11回 第12回 第13回 第14回 第15回

※現時点での想定のため，変更になる可能性があります。

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回

年
３
回
程
度
開
催

年
２

３
回
程
度
開
催

年
２

３
回
程
度
開
催

年
２

３
回
程
度
開
催

10月19日

8月23日5月31日

8月7日

駅前広場の問題点を踏まえて，駅前広場や駅周辺のあり方などを議論

駅前広場の問題点を踏まえて，駅前広場や駅周辺のあり方などを専門的な知見から議論

駅前広場の問題点を踏まえて，駅前広場や駅周辺のあり方などを広場の利用や活用する視点から議論

現在の福山駅前広場の
問題点について

「ウォーカブルな駅前
広場の実現に向けて」

「福山駅前広場の環境空間
のイメージを共有しよう」

「まちを変える公共空
間の作り方と使い方」

（泉英明さん）

～
～

11月17日

1月頃

2月頃

11月頃 12月頃

1月頃



７．福山駅前広場協議会の進め方

駅前広場計画を進めるうえで最も重要なことは，計画条件を踏まえ，都市における駅前広場の位置付け
を正しく認識し，計画の基本方針を明確にすること。基本方針として検討すべき内容としては，次のよう
なものが考えられる。

①広場機能のあり方
駅前広場は鉄道利用者のバス乗換えやタクシー乗換えなどのターミナル交通を処理する「交通空間」と

しての役割をもつ一方，買物客や待合せなどの人々の交流や都市の景観形成などの「環境空間」としての
役割を担う施設である。
「広場機能のあり方」では，都市計画，交通計画などにおける駅前広場の位置付けを把握するととも

に，現況調査によって駅前広場利用者や利用形態からみた駅の特性を把握し，駅前広場に求められている
「交通空間としての機能のあり方」と「環境空間としての機能のあり方」を明確にする。

②駅前広場と周辺のあり方
駅前広場計画の検討にあたっては，駅前広場区域のみの計画にとどまらず，将来の駅周辺の計画を見据

えることが必要である。駅周辺の土地利用，都市施設，交通施設，鉄道・駅舎計画などと十分な整合を図
りながら一体的に検討する。
具体的には，駅前広場と周辺交通計画のあり方，駅周辺に求められる機能を駅の南北，あるいは駅前広

場区域内と周辺施設のどちらに配置するかといった役割分担，動線計画の考え方，立体利用の条件などを
個別施設の配置検討に先立って整理する。

●基本方針の検討内容

参考：「駅前広場計画指針」
（建設省都市局都市交通調査室監修，社団法人日本交通計画協会編）20



７．福山駅前広場協議会の進め方

●基本方針の検討内容

１．広場機能のあり方 （１）交通結節機能 車道

歩道

路線バス（乗降場・待機場）

タクシー（乗降場・待機場）

一般車送迎（乗降場・待機場）

長距離バス（乗降場・待機場）

自転車（駐輪場）

駐車場（パークアンドライドなど）

（２）都市の広場機能 市街地拠点機能

交流機能

景観機能

サービス機能

防災機能

２．駅前広場と周辺のあり方 （１）駅周辺に求められる機能の配置

（２）駅前広場と周辺交通計画のあり方

（３）動線計画の考え方

（４）立体利用の条件

参考：「駅前広場計画指針」
（建設省都市局都市交通調査室監修，社団法人日本交通計画協会編）21



７．福山駅前広場協議会の進め方

機能 特性

（１）交通結節機能

市街地拠点機能

交流機能

景観機能

都
市
の
広
場
機
能

サービス機能

各種交通を結節・収容する

都市（地区）の拠点を形成する

憩い・集い・語らいの中心となる

都市の顔としての景観を形成する

公的サービス・各種情報を提供する

空間

交通空間

環境空間

防災機能 防災活動の拠点となる

（緑，親水空間，シンボル施設など）

※括弧書きは代表的な施設

（滞留スペース，広場など）

（トイレ，案内板など）

※空間そのものが防災活動拠点の場となる

※駅前広場の立地により一定の役割を果たす。
デッキや地下空間等との併設で強化することが可能

（２）

参考：「駅前広場計画指針」
（建設省都市局都市交通調査室監修，社団法人日本交通計画協会編）

●基本方針の検討内容

１．広場機能のあり方

22



７．福山駅前広場協議会の進め方

２０２１年度（令和３年度）協議会設置，基本方針（案）検討

２０２２年度（令和４年度）基本方針の策定

２０２３年度（令和５年度）基本計画の策定

２０２４年度（令和６年度）必要に応じて都市計画決定を変更

２０２５年度（令和７年度）以降 調査，設計，施工

●今後のスケジュール

23



資料：第９回福山駅前デザイン会議の議事概要

８．福山駅前デザイン会議の議論や市民・事業者などの意見

24



８．福山駅前デザイン会議の議論や市民・事業者などの意見

25 資料：第９回福山駅前デザイン会議の議事概要



第１０回福山駅前デザイン会議資料より

収益性

経済性多様性

福祉・
健康

柔軟性

市街地拠
点機能

景観機能

交流機能

サービス
機能

防災機能タクシー

長距離バス

一般車送迎

都市の広場機能交通結節機能

徒歩・
自転車など

路線バス

エリア価値の向上
ウォーカブルな駅前広場の形成

機
能
の
維
持
・
向
上

駅前広場の機能

独自性

持続性

官民連携による
スキーム検討

駅に降り立った際に福
山城の中に降り立った
ような印象を与える

面（集
中と分
散）

周辺のまちと
有機的に連携する

連続性 福山城から駅の南
側までを一体的に

つなげる

公共空間で得た収益
をまちに還元する

多様な人材を集積
させ，交流機会を

充実させる

駅前に訪れる人を増や
すと同時に郊外の魅力
を高め，駅前と郊外の
交通需要を増やす

歩く人が増えることにより
健康に暮らせる

まちなかで楽しく会話がで
きる公共空間を増やすこと
により，コミュニケーショ

ンを活性化させる

自動運転技術の進展な
どに柔軟に対応してい

く計画づくり

●ウォーカブルな駅前広場のあり方のイメージ
「面（集中と分散）」や「連続性」，「独自性」，「持続性」，「収益性」，「経済性」，「多様性」，
「福祉・健康」，「柔軟性」のある計画にすることにより，駅前広場の機能を維持・向上させ，ウォーカ
ブルな駅前広場を形成し，駅周辺のエリア価値を向上させる。

８．福山駅前デザイン会議の議論や市民・事業者などの意見

26



資料：第１０回福山駅前デザイン会議の議事概要

８．福山駅前デザイン会議の議論や市民・事業者などの意見
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資料：第１０回福山駅前デザイン会議の議事概要

８．福山駅前デザイン会議の議論や市民・事業者などの意見

28



●福山駅前広場デザインシンポジウム

目的

（２）レクチャー
全国で公共空間のプレイスメイキングなどに取り組まれている泉英明さんにより，

単なるハードとしての「場」づくりではなく，人々にとって自由で居心地の良い場所
をつくることによって，まちの価値を上げていく取組が紹介されました。

・ゲストスピーカー
泉英明さん（都市プランナー／有限会社ハートビートプラン代表）

内容

「福山駅前再生」や「ウォーカブルなまちづくり」，「福山駅前広場の検討」の目的の周知を図りながら，駅前広場や駅周辺の公共空間のあ
り方を市民や事業者の方々と一緒に学び考えるために開催しました。

（１）ガイダンス
「なぜ，福山駅前の再生に取り組んでいるのか」，「なぜ，ウォーカブルなまちに

変えていくのか？」，「なぜ，駅前広場の検討を始めるのか？」について，市から説
明を行いました。

（３）パネルディスカッション
会場やオンラインで参加された方々からのご質問やご意見にお答えしながら，福山

駅前広場や駅周辺の公共空間のあり方について，意見交換を行いました。

・ファシリテーター
清水義次さん（福山駅前デザイン会議座長）

・パネリスト
西村浩さん（福山駅前再生アドバイザー），泉 英明さん

日時：２０２１年（令和３年）８月７日（土）１３：３０～１６：００
場所：広島県民文化センターふくやま ホール
参加人数：３１人（会場），１００人（オンライン）

８．福山駅前デザイン会議の議論や市民・事業者などの意見

29 第１１回福山駅前デザイン会議資料より



●パネルディスカッションでの意見交換の内容（全４４件の内，一部抜粋）

●バスやタクシー乗場はどうなりますか？
→これから検討していくことになるが，色々な交通が結節して，今よりも便利になることが基本になる。駅前再生の取組は，交通結節だ
けが目的でなく，福山の人々の暮らしを良くすることをめざしている。商業振興や子育てが楽になるなどの様々な地域課題の解決をめざ
しながら，交通の乗換えを考えていかないといけない。

●ウォーカブルな駅前にするためには，車社会からの脱却も必要と思うが，なかなか車が手放せないのですが。
→車社会なので，当然，車は手放せない。一定のエリアをウォーカブルなエリアにしていこうという話なので，車で来れないわけではな
い。車でアクセスしやすい駐車場に停めて，車を降りた後，安全に歩ける空間を作っていかないといけない。その際，点在している小さ
な駐車場の集約や自転車などの交通結節を増やしていくことも大事になる。

●ウォーカブルな駅前になると人々の交流以外に，どのようなメリットがありますか？
→海外の事例では歩行者の増加や売り上げの増加，犯罪の減少などの効果があると言われている。また，ウォーカブルな場所ができると
子どもやお母さんが訪れるようになる。小さな子どもから高齢者までのあらゆる世代で構成されることがまちの未来につながる。

●福山駅周辺にそこまでのにぎわいが生まれていると思えないが，民間投資と公共投資のどちらが先ですか？
→投資は簡単には起こらない。まずは，市民が公共空間をどう使いこなすかというアイデアを出し，実際に日常的に使い出すと，投資が
生まれてくる。まずは，投資の有無に関係なく，公共空間を使う習慣をつくることが大事。

●福山駅周辺は駅の北側も含めての考えですか？
→もともと福山城があった場所に鉄道を通しているので，当然，南北を一緒に考えた方がいい。分断されている印象があるだろうが，空
間的にはつながっている。空間を使っていくことで南北がつながってくるだろう。

●駅南口に人々が集える場所を希望している市民が多いですが，今の駅前広場を公園のような場所にするという構想は現実的なの？
→完全にビジョンのような場所になるかは別として，公園のような駅前広場を作ることは可能だと思う。ただし，交通結節は阻害せず，
両立させることが大事になる。人が集える広場を希望している人が多いのであれば可能だろう。

●福山駅前は民間企業のマンション建設が先行して，福山市としての都市空間の大きなビジョンが見えてこない。
→現在，福山駅周辺ではビルの建て替えや古い建物のリノベーションなどが起きている。こうした民間投資が起きているのは，駅周辺の
これまでの取組から魅力を感じ，今後良くなるだろうという予感を感じているからだろう。ビジョンが見える，見えないというよりも，
ビジョンを見通す人たちが出てくるということだ。ビジョンは行政が示すよりも，民間がいかに感じ取るかにポイントがある。こうした
民間の動きを束ねていくことで福山の新しい魅力につながっていくだろう。

８．福山駅前デザイン会議の議論や市民・事業者などの意見

30 第１１回福山駅前デザイン会議資料より



資料：第１１回福山駅前デザイン会議の議事概要

８．福山駅前デザイン会議の議論や市民・事業者などの意見
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資料：第１１回福山駅前デザイン会議の議事概要

８．福山駅前デザイン会議の議論や市民・事業者などの意見
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●計画策定のプロセス
従来のまちづくりは，「計画する→つくる→使う」というプロセスで行われています。
駅前広場の検討にあたっては，これとは逆のプロセスをたどり，駅前広場の具体的な使い方を検討し，

それを計画に結びつけていきます。

出典：福山駅周辺デザイン計画

例：行政，都
市計画の専門

家など

例：建築，ランドス
ケープ，土木，デザ

イン分野の人

計画
する人

つくる人 使う人

例：市民・事業者

デザイン計画

従来の計画

８．福山駅前デザイン会議の議論や市民・事業者などの意見
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８．福山駅前デザイン会議の議論や市民・事業者などの意見
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●福山駅前広場に関するアンケート調査（速報）2021年10月11日時点

１．調査概要

（１）調査目的
今後，駅前広場に必要とされる「都市の広場機能」のあり方を検討していくためには，市民の方々が駅前広場で

どのような活動をしたいと考えているのかを把握し，それを計画に結びつけていく必要があるため，乗り換えな
どの移動に関する使い方だけでなく，駅前広場の利用者が駅前広場でしたい活動を把握することを目的として実施

（２）調査対象
市内外を問わず，誰でも回答可能

（３）調査方法
Webアンケート（アンケート用紙での回答も可）

（４）調査期間
２０２１年（令和３年）９月下旬～１２月下旬（予定）

（５）回答者数
１９１人



（６）年齢

（７）性別

（８）職業

0.5%2.6% 21.5% 16.2% 19.9% 19.9% 12.6% 6.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

年齢

１０歳未満 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０歳以上

８．福山駅前デザイン会議の議論や市民・事業者などの意見

22.0% 40.3% 2.1%

1.6%

12.0%

0.5%

0.5%

1.6%

4.7%4.7% 7.3%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

職業

会社員 公務員・団体職員 自営業 会社役員・経営者

パート・アルバイト 小学生 中学生 高校生

大学生 家事専業 無職 その他

選択肢 人数 比率

男性 107 56.0%
女性 82 42.9%
回答しない 1 0.5%

その他 1 0.5%
合計 191 100%

選択肢 人数 比率

１０歳未満 1 0.5%
１０代 5 2.6%

２０代 41 21.5%

３０代 31 16.2%
４０代 38 19.9%

５０代 38 19.9%
６０代 24 12.6%
７０歳以上 13 6.8%

計 191 100%

56.0% 42.9%

0.5%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

性別

男性 女性 回答しない その他

選択肢 人数 比率
会社員 42 22.0%
公務員・団体職員 77 40.3%
自営業 4 2.1%

会社役員・経営者 3 1.6%
パート・アルバイト 23 12.0%

小学生 1 0.5%
中学生 1 0.5%
高校生 3 1.6%
大学生 9 4.7%
家事専業 9 4.7%

無職 14 7.3%

その他 5 2.6%
計 191 100.0%
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８．福山駅前デザイン会議の議論や市民・事業者などの意見

（８）18歳未満の子どもの有無

（９）居住地

（１０）利用頻度

選択肢 人数 比率

福山市内 167 87.4%

福山市外 24 12.6%

計 191 100%

87.4% 12.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

居住地

福山市内 福山市外

選択肢 人数 比率
ほぼ毎日 34 17.8%

週に２～３回 21 11.0%
週に１回程度 25 13.1%
月に１回程度 58 30.4%

年に１回程度 38 19.9%
行かない 15 7.9%

計 191 100%

17.8% 11.0% 13.1% 30.4% 19.9% 7.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用頻度

ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回程度 月に１回程度 年に１回程度 行かない

36

※１８歳未満の子どもが「いる」を選択した人数は，全体から「いない」を減じた数値

選択肢 人数 比率

いる 66 34.6%

いない 125 65.4%

計 191 100%

34.6% 65.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18歳未満の子どもの有無

いる いない
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イベントや祭りに参加する人と交流する

・色々なことを試したり実験したりする
・思いがけないことに出会える

・コンサートを楽しむ
・映画やパブリックビューイングを
見る

水や緑に触れる

・草や花（バラ）を観察する
・水遊びをする

国交省HP
https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/dorokeikan/pdf/009.pdf

ロマンスを感じる

子どもたちが遊ぶ

・子どもが遊んでいるところを見守る
・子どもと一緒に遊ぶ

自分を表現する

休憩をする

・ベンチで休憩する
・ボーっとする

・景色を見るために腰を掛ける

飲食を楽しむ

・ランチを食べる
・コーヒーを飲む

・お酒を飲む

動物に触れる

・ペットと散歩をする
・犬が走り回っている

スポーツを見たり体験する

・サッカーをする
・ヨガをする
・スポーツを観戦する

リラックスする

・寝転がってのんびりする
・日陰でくつろぐ

・昼寝をする

買い物を楽しむ マルシェなどを楽しむ

・マルシェなどで野菜や鮮魚を買う
・福山の特産品を買う
・ビアフェスに参加する

まちを散歩する

・まちをそぞろ歩く
・賑わいを楽しみながら歩く

国交省HP ストリートデザインガイドライン
https://www.mlit.go.jp/common/001230088.pdf

まちの情報を取得・発信する

・福山の歴史に触れる
・周辺地域の情報を得たり発信したりする

・デートをする
・恋人と語らう
・男女が出会う

国交省HP 官民連携による街路空間再構築・利活用の事例集
https://www.mlit.go.jp/toshi/content/001403588.pdf

仕事や勉強をする

・外で仕事をする
・本を読む

・お祭り（とんどなど）に参加する
・イベント（大道芸など）を楽しむ

・絵を描く
・歌を歌ったり，演奏をする
・自分の作品を並べる

野外イベントを楽しむ

・外来者と地元の人が交流する
・近所の人たちと交流する
・異業種・異文化に触れる

国交省HP 官民連携による街路空間再構築・利活用の事例集
https://www.mlit.go.jp/toshi/content/001403588.pdf

常に新しい情報に出会える

・ウィンドウショッピングをする
・好みのものを見つける

国交省HP ストリートデザインガイドライン
https://www.mlit.go.jp/common/001230088.pdf

（１１）あなたは福山駅前広場で何がしたいですか（複数回答可）
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（１１）あなたは福山駅前広場で何がしたいですか（複数回答可）

選択肢 票数 票数/回答者数

買い物を楽しむ 122 63.9%

飲食を楽しむ 120 62.8%

まちを散歩する 94 49.2%

休憩をする 94 49.2%

マルシェなどを楽しむ 77 40.3%

リラックスする 72 37.7%

イベントや祭りに参加する 54 28.3%

水や緑に触れる 50 26.2%

野外イベントを楽しむ 49 25.7%

子どもたちが遊ぶ 45 23.6%

まちの情報を取得・発信する 44 23.0%

人と交流する 43 22.5%

仕事や勉強をする 34 17.8%

ロマンスを感じる 30 15.7%

常に新しい情報に出会える 28 14.7%

スポーツを見たり体験したりする 20 10.5%

動物に触れる 18 9.4%

自分を表現する 15 7.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

買い物を楽しむ

飲食を楽しむ

まちを散歩する

休憩をする

マルシェなどを楽しむ

リラックスする

イベントや祭りに参加する

水や緑に触れる

野外イベントを楽しむ

子どもたちが遊ぶ

まちの情報を取得・発信する

人と交流する

仕事や勉強をする

ロマンスを感じる

常に新しい情報に出会える

スポーツを見たり体験したりする

動物に触れる

自分を表現する
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（１２）今後，福山駅前広場の活用を検討する際に大事になることは何だと思いますか（複数回答可）

選択肢 票数 票数/回答者数

市民に愛され，市民が誇りに感じられる駅前にすること 100 52.4%

１人で居ても居心地の良さが感じられること 93 48.7%

天候によらず使いやすいこと 76 39.8%

福山城のある北側と福山駅の南側を一体として考えていくこと 68 35.6%

様々な活動が行えること 62 32.5%

ニーズを踏まえながら，徐々に整備を進めていくこと 58 30.4%

状況の変化に柔軟に対応できること 57 29.8%

手続きが簡単で使いやすいこと 56 29.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

市民に愛され、市民が誇りに感じられる駅前にすること

１人で居ても居心地の良さが感じられること

天候によらず使いやすいこと

福山城のある北側と福山駅の南側を一体として考えていくこと

様々な活動が行えること

ニーズを踏まえながら、徐々に整備を進めていくこと

状況の変化に柔軟に対応できること

手続きが簡単で使いやすいこと



９．本日ご議論いただきたいこと

●福山駅前広場の検討を始めるにあたって
☞ 現在の福山駅前広場の問題点について

駅前広場の何を変えるべきか，何を大切にするべきか，大きいことや小さいこと，どのようなことで
も良いので，それぞれの立場で思っていること，感じていることについて意見を聴かせてください。

（参考資料）・福山駅前広場の機能検証の結果（資料５）
・福山駅周辺の現状と課題（次頁）

●今後の議論の内容（案） ※状況に応じて検討予定

・広場機能のあり方について
☞ 都市の広場機能のあり方，交通結節機能のあり方を議論する。

・駅前広場と周辺のあり方について
☞ 駅前広場と周辺交通計画のあり方，駅周辺に求められる機能を駅の南北，あるいは駅前広場区域内

と周辺施設のどちらに配置するかといった役割分担，動線計画の考え方，立体利用の条件などを議
論する。

本日ご議論いただきたいこと

40



９．本日ご議論いただきたいこと

●福山駅周辺の問題点について

出典：福山駅周辺デザイン計画41


